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モ ン シ ロ チ ョ ウ幼虫 の 生体防御反応に対す る ア オ厶 シ コ マ ユ バ チ 毒液の 影響 （V ）

北野 日 出男 （東京学芸大 ・生物）

Effec しof　venom 　of　Apanteles　gomeratus　on 　the　 encapsulation 　reaction 　of 　Pieris　larva （V）
HIDEO 　 K 【TANQ

　ハ チ 卵 が 寄主血球 の 生体防御反応 （包囲反応）を免れ て い る原 因は ハチ 成虫が産卵時に 注 入 す る毒液 に あ る

こ とが 明 らか とな っ て い るが （北野，1982），和合 ・北野 （応動昆，東京，1983 ） は モ ソ シ 卩 幼虫 の 包 囲 反応

に 関与す る血 球，プ ラ ズ マ 細胞 （PD の 運動能 は 毒液存在下 で も影響 を うけず．ま
’
た ，

　 plお よ び顆種細飽（Gr）

表面の 膜状突起お よび糸状突起な ど の 形態 ・
機能に も毒液は 影響 しない こ とを閣らか に した。従来 の 実験結果

す な わ ち，1．被寄生 寄 主 の 包 囲 反応能 は 100％阻害 され て は い ない ．2，異物が ハ チ 卵 （死卵
・
未卵 割卵） で あ

る場合とセ フ ァ デ ッ ク ス の よ うな物質 の 場合 とで は包囲反応発現率 に ち が い があ る こ と，3．少数産 卵 実 験 で

は ．卵そ の もの は包囲反応 を被らな い が，孵化 したハチ 幼虫が 包 囲反応 を 被 る こ と な どか ら1・1え，卵表面物質

と結合 した 毒液 に よ っ てハチ 卵は包囲反応を免がれ て い る 可能性 が示唆 され た 。

軟体動物ナ メ ク ジ の 血 液細胞 に つ い て

古田恵美子 ， 下沢淳海 （独協医大 ・聾解）

Blood　cells　Gf　the　iand　 slug ，」πゴ’α rfα アlukstorferi　CQIHnge

EMIKo 　 FURUTA
，
　 ATSUMI 　SHIMOzAwA

　ナ メ ク ジ外套部 の 親織培養中，活発な ア メ ーバ 運動お よび食作用 を行 な う細胞を観察 し た 。 そ の 起原追求 の

目 的で，ナ メ ク ジ各組織の 培養を 行な い 血 液中 に 多数 の 存在を 見 た。軟体勤物に お け る 血 球細胞 の 研 究 は 多 い

が ・ナ メ ク ジ で は 未だ報告 されて い なL’・ 筆者らは ・　 型 形 態 馳 P．α 黝 取込 ヵ タ 殀 リ

ナ メ ク ジ血 球細胞 と して 右 の 4 型を観察 した が，こ の 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 一

・ ・ もギ ・ ザ ・色 で
一

・ ・ 漁 ・染 ・ る ・一 … の 楕 機齷 ‡ ： ‡ §翻 雛

鷲 欝 灘 膿 灘 濠凝 罎。慰 ： 一 灘 1：
査電顕 で 観察 され た。核の 存在 は 不 明 で あ っ た。

コ イ科魚類 の 好異球

土 屋宏正 ， 五 味敏昭，木村明彦，橋本　長 （東邦大
・
医

・解剖），石塚　寛 （徳島大 ・蠧 ・口 解剖 ）

Studies　 on 　 the 　heterophils　 of 　Cyprinidae

H ．TsUcHIYA ，　T ．　GoMI ，　 A ．　KIMURA ，　 T ．　 HASHIMOTO ，　 H ．　IS田 zUKA

　 コ イ．フ ナ ． コ イ ナ の 好異球は 細胞質内に glycegen 顆粒 が 蓄積 され，　 co 】ony を 形成 して お リフ ナ で は 顕

著 に 認 め られ ， コ イ で は 少 な く コ イ ナ は 両 者 の 中間 形 を示 した。顆 粒 は 中等度 の 電子密度 を持 ち高電 子密度 の

core を含ん で い た 。
　 core は 微細な物質が 著 し く凝縮 し連鎖状 に 配列 して 層板構造を 呈 し て い た。また ，顆粒

の core 以外 の 部分 に も層板構造 が 認 め られ た。好異球 に は こ の 顆粒 以 外 lc　il型 と さ れ る 小顆粒が 報告 さ れ て

い た が
， 今回 の 観察に よ り， 小胞体 や Golgi 空胞 に お け る形成時 の ，未熟な段階 の もの で あ る こ とが 明 ら か

とな っ た。一般的に 魚類 の 好異球 は Golgi 装置 が よ く発達 して お り，フ ナ で は 特 に 顕 著で あ っ k 。コ イ で は ，
Golgi 層板 の 成熟面 に 近接 して ，　 Novikoff ら の 提 唱 す る GERL に 相当す る と思 わ れ る 小胞体が よ く発達し，
一

部が拡張して 内部に 微細 な物質の 貯留を認め る と と もに ，G 層板 との 連続性を示唆す る よ うな 所見 も多 く認

め られ た。
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